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2022 年５月 10 日 

各      位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

営業外収益、営業外費用、特別損失の計上及び 

2022年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

  

 

当社は、2022 年３月期（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日）において、下記の通り営業外収益、営業外費

用及び特別損失を計上する見通しとなりましたので、お知らせいたします。 

また、それに伴い、2021 年５月 12 日に公表した連結業績予想を修正することを決定しましたので、下記のと

おりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．営業外収益の計上 

（１）為替差益（連結決算） 

 当連結会計期間におきまして、為替差益 20 百万円を計上いたしました。これは主に、当社保有の外貨建て

預金に関して当期末時点での為替相場による評価替えで発生したものであります。 

 

２．営業外費用の計上 

（１）持分法による投資損失（連結決算） 

 当連結会計期間におきまして、営業外費用に持分法による投資損失 54 百万円を計上いたしました。これは 

新生銀行と共同運営しておりますベンチャーファンド「Cell Innovation Partners, L.P.」に対する持分法投資

より生じたもので、決算報告に基づき持分法による投資損失を計上したものであります。 

 

３．特別損失の計上 

（１）減損損失（連結決算） 

 当社は、当社の連結子会社である Bioserve Biotechnologies India Pvt. Ltd.（インド）が保有する有形固定

資産等について、事業の業績が当初策定の計画を下回って推移していること等を勘案して、今後の事業計画を

見直し、監査法人とも協議のうえ、回収可能価額を慎重に検討した結果、減損損失として 66 百万円を計上い

たしました。 

 

（２）関係会社株式評価損（個別決算） 

 連結子会社であるBioserve Biotechnologies India Pvt. Ltd.の財政状態及び経営成績を勘案した結果、「金

融商品に関する会計基準」に基づき、当社が保有するBioserve Biotechnologies India Pvt. Ltd.の株式につい

て、関係会社株式評価損142百万円を計上いたしました。 
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＜ご参考：減損損失と関係会社株式評価損の会計上の取り扱いについて＞ 

連結決算に計上された減損損失は、連結財務諸表上に計上されておりました有形固定資産に関して、帳簿価

格の切り下げに伴う損失であります。 

一方、個別決算に計上された関係会社株式評価損は、個別財務諸表上に計上されておりました関係会社株式

の評価替えに伴う損失であります。当該関係会社株式評価損は、連結決算においては相殺消去されるため、連

結損益への影響はありません。 

なお、連結財務諸表に計上された減損損失及び個別財務諸表に計上された関係会社株式評価損は、いずれも

現金及び現金同等物の減少を伴うものではありません。 

 

 

４．2022 年３月期通期連結業績予想数値の修正（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

1 株当たり 

当期純利益 

（円） 

前回発表予想（Ａ） 2,106 △377 △157 △157 △2.20 

今回修正予想（Ｂ） 2,234 △647 △507 △575 △7.57 

増減額（Ｂ－Ａ） 128 △270 △350 △418  

増減率（％） 6.1 － － －  

（ご参考） 

前期連結実績 

（2021 年 3 月期） 

1,286 △1,048 △788 △812 △11.38 

 

・ 前回発表予想との差異の理由 

 

売上高：日本国内において 2021 年 3 月より開始した新型コロナウイルス PCR 検査事業が好調に推移し、連結

売上高の増加を大きく牽引し、また既存事業である研究支援事業についても前期を上回る見込みであり、前回発

表予想を上回る予想に修正いたしました。 

 

営業利益及び経常利益：当期は新型コロナウイルス PCR 検査事業が売上高を大きく牽引する見込みではありま

すが、本事業の競争激化及び保険点数の大幅な引き下げにより、販売価格の下落が当初の想定より大きく、事業

収益を圧迫する見込みです。さらに、前述のように、営業外費用にベンチャーファンド「Cell Innovation Partners, 

L.P.」に対する持分法による投資損失 54 百万円を計上する予定です。以上により、売上高は、前回発表予想を

上回る見込みとなりましたが、営業損失、経常損失とも、前回発表予想の数字より拡大する見込みとなり、業績

予想の修正を行うことといたしました。 

 

当期純利益：前述の通り、当社の連結子会社である Bioserve Biotechnologies India Pvt. Ltd.が保有する有形固

定資産等について、監査法人とも協議のうえ、回収可能価額を慎重に検討した結果、減損損失として 66 百万円

を計上する見込みとなり、業績予想の修正を行うことといたしました。 

 

以上により、当連結会計年度の業績予想を修正するものであります。 

 

※本業績予想につきましては、当社が現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の

様々な要因により予想値と異なる可能性があります。 

 

以上 


